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月の 歳 時記８

秋
の
野
を
染
め
る
、
や
さ
し
い
黄
色

　
オ
ミ
ナ
エ
シ
は
、
秋
の
七
草
の
一
つ
と
し
て

古
く
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
た
多
年
草
で
す
。
細

か
な
黄
色
い
花
が
集
ま
っ
て
咲
く
姿
は
、
秋
風

に
揺
れ
る
た
び
に
や
さ
し
い
光
を
ま
と
い
、
野

や
里
山
の
景
色
を
明
る
く
彩
り
ま
す
。

　
名
前
の
由
来
は
、
古
語
で
女
性
を
意
味
す
る

「
オ
ミ
ナ
」
と
、圧
倒
す
る
と
い
う
意
味
の
「
圧

（
ヘ
シ
）」
が
合
わ
さ
り
、「
女
性
の
美
し
さ
を

も
圧
倒
す
る
花
」
の
オ
ミ
ナ
ヘ
シ
が
オ
ミ
ナ
エ

シ
に
変
化
し
た
と
い
う
説
や
、
昔
、
女
性
は
黄

色
い
粟
の
飯
を
食
べ
て
い
た
た
め
「
女
飯
」
に

た
と
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
「
オ
ミ
ナ
エ
シ
」
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
説
が
あ
り
ま
す
。
見

ご
ろ
は
8
月
か
ら
9
月
に
か
け
て
で
、
お
盆
の

頃
に
は
供
花
と
し
て
も
用
い
ら
れ
ま
す
。

　
万
博
記
念
公
園
（
吹
田
市
）
や
大
阪
公
立
大

学
附
属
植
物
園
（
交
野
市
）、
京
都
府
立
植
物

園
（
京
都
市
左
京
区
）、
神
戸
薬
科
大
学
薬
用

植
物
園
（
神
戸
市
東
灘
区
）
で
見
ら
れ
ま
す
。

　
静
か
に
佇
む
黄
色
の
花
姿
に
、
誰
か
を
思
い

や
る
心
や
、
さ
り
げ
な
い
優
し
さ
を
重
ね
な
が

ら
散
策
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

シティ信金行事予定

8/5 水 全国高等学校野球選手権大会開幕
（〜22日）

6 木 広島平和記念日　大安

7 金 立秋

9 日 ながさき平和の日

11 火 徳島市阿波おどり（〜15日）
山の日

12 水 大安

15 土 終戦記念日

16 日 京都五山送り火

17 月 大安

23 日 処暑　大安

29 土 大安

9/1 火 防災の日

4 金 大安

7 月 白露

9 水 重陽

10 木 大安

シティ信金協賛等行事予定

８月

●�シティ信金写経会
　8日 午前９時から　奈良西ノ京 薬師寺にて

●�地元への奉仕活動（清掃）
　全店舗で実施

オ
ミ
ナ
エ
シ

ェ
ル
メ
ー
ル　

真
珠
の
耳

飾
り
の
少
女
展
」が
８
月

21
日
、
大
阪
中
之
島
美
術

館
で
開
幕
す
る
。
日
本
の
フ
ェ
ル
メ

ー
ル
ブ
ー
ム
に
火
を
付
け
た
大
阪
へ

の
４
半
世
紀
ぶ
り
再
訪
で
あ
り
、
お

そ
ら
く
最
後
の
旅
。
話
題
満
載
の
展

覧
会
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

　

17
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
絵
画
の
至
宝

「
真
珠
の
耳
飾
り
の
少
女
」が
大
阪
市

立
美
術
館
に
や
っ
て
来
た
の
は
２
０

０
０
年
。
１
時
間
半
並
び
、
人
の
後

ろ
頭
の
間
に「
少
女
」を
見
た
。
立
ち

止
ま
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。

一
瞬
だ
が「
視
線
が
合
っ
た
」。
不
思

議
な
満
足
感
が
ず
っ
と
残
っ
た
。

　

大
阪
単
独
開
催
だ
っ
た
の
で
日
本

中
か
ら
フ
ァ
ン
が
押
し
か
け
た
。
絵

の
魅
力
と
話
題
性
が
相
ま
っ
て
社
会

現
象
に
な
っ
た
。
観
客
動
員
は
３
カ

月
で
60
万
人
。
大
阪
市
立
美
術
館
の

金
字
塔
で
あ
る
。

　

米
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で「
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
回

顧
展
」
が
開
か
れ
た
の
は
95
年
。
当

日
券
を
求
め
て
夜
明
け
前
か
ら
大
行

列
が
出
来
、
閉
館
時
間
が
午
後
９
時

ま
で
延
長
さ
れ
た
。
遅
れ
る
こ
と
５

年
。
日
本
で
の
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
ブ
ー

ム
が
大
阪
で
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

　

今
回
も
大
阪
だ
け
の
催
し
で
、
貸

出
元
の
マ
ウ
リ
ッ
ツ
ハ
イ
ス
美
術
館

の
休
館
期
間
に
合
わ
せ
、
９
月
27
日

ま
で
の
５
週
間
と
い
う
超
短
期
開

催
。
さ
ら
に
、「
海
外
へ
の
貸
し
出
し

は
こ
れ
が
最
後
に
な
る
だ
ろ
う
」と

の
館
長
の
言
葉
が
紹
介
さ
れ
、“
希

少
”感
、“
見
納
め
”感
は
い
や
増
す
。

　

大
阪
中
之
島
美
術
館
が
オ
ー
プ
ン

し
た
の
は
22
年
２
月
。
市
の
財
政
難

か
ら
着
工
が
遅
れ
、
構
想
か
ら
約
40

年
を
経
て
の
開
業
だ
っ
た
が
、
漆
黒

の
巨
大
直
方
体
の
建
物
が
周
囲
に
す

っ
か
り
馴
染
ん
で
い
る
。
隣
接
し
て

国
立
国
際
美
術
館
、
市
立
科
学
技
術

館
。
足
を
伸
ば
せ
ば
市
立
東
洋
陶
磁

美
術
館
…
。「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」（
旅
の
目
的
地

と
し
て
の
美
術
館
）へ
の
道
が
着
々

で
き
上
が
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

６
月
初
め
、
関
西
を
拠
点
に
活
躍

す
る
現
代
美
術
家
森
村
泰
昌
、
や
な

ぎ
み
わ
、
ヤ
ノ
ベ
ケ
ン
ジ
の
３
人
展

に
行
っ
た
時
、
中
之
島
美
術
館
の
展

示
室
の
大
半
が
欧
米
系
の
人
た
ち
で

あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
台
風
６
号

の
接
近
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
の
で
、

日
本
人
だ
け
さ
っ
さ
と
帰
っ
た
の
か

と
思
っ
て
み
た
が
無
理
が
あ
る
。
そ

ん
な
時
代
な
の
で
あ
る
。

　

フ
ェ
ル
メ
ー
ル
が
亡
く
な
っ
た
の

は
43
歳
。
妻
と
11
人
の
子
ど
も
、
そ

し
て
多
額
の
負
債
が
残
さ
れ
た
。
作

品
が
評
価
さ
れ
た
の
は
２
０
０
年

後
。「
人
生
は
短
く
、
芸
術
は
長
い
」。

言
い
古
さ
れ
た
言
葉
が
何
の
抵
抗
も

な
く
浮
か
び
、
胸
を
打
つ
。

　
「
日
時
指
定
」
の
チ
ケ
ッ
ト
購
入

が
う
ま
く
い
か
ず
、
当
日
券
販
売
も

な
い
の
で「
と
に
か
く
並
ぶ
」
奥
の

手
も
な
い
。
遠
ざ
か
る「
少
女
」と
の

再
会
…
。
同
じ
大
阪
の
空
の
下
に
こ

の
画
家
が
い
る
。
そ
う
感
じ
続
け
る

５
週
間
も
悪
く
な
い
。
負
け
惜
し
み

っ
ぽ
い
が
本
音
で
も
あ
る
。�

（
わ
）

少 女 再 訪

「フ
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